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令和元年第2回（5月）臨時会および第3回（6月）定例会において、正副議長をはじめとする議会の組織が決まりました。

第 49代　議長
今
いま
井
い
　伸
しん
治
じ

66歳
無所属　3期目

第 58代　副議長
藤
ふじ
田
た
　靖
やす
人
ひと

52 歳
無所属　3期目

議
長
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

副
議
長
の
ご
紹
介

　
こ
の
た
び
、
第
49
代
小
浜
市
議
会
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
、
今

井
伸
治
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
小
浜
市
は
人
口
減
少
・
高
齢
化
に
伴
い
、
税
収
が
減
り
社
会
保
障
費

が
増
え
る
中
で
、
サ
ー
ビ
ス
水
準
を
維
持
し
つ
つ
、
財
政
規
模
を
縮
小

さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、
決
定
権
を
持
つ
市
民
の
代
表
で
あ
る
議
会
の
役

割
が
、
今
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
平
成
25
年
に
施
行
さ

れ
た
「
小
浜
市
議
会
基
本
条
例
」
に
基
づ
き
、
こ
れ
ま
で
進
め
て
き
た

議
会
改
革
の
必
要
性
で
あ
り
目
的
で
あ
る
「
住
民
に
信
頼
さ
れ
る
議
会
」

の
実
現
の
た
め
に
、
議
会
の
二
元
代
表
制
と
し
て
の
役
割
分
担
を
通
じ
、

議
会
の
三
大
機
能
で
あ
る
「
議
決
機
能
」「
監
視
機
能
」「
政
策
提
案

機
能
」
を
発
揮
し
ま
す
。
ま
た
、
議
会
報
告
会
や
意
見
交
換
会
を
開

催
し
、
議
会
広
報
も
充
実
さ
せ
て
、「
市
民
に
見
え
る
議
会
」
を
目
指

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
北
陸
新
幹
線
は
5
月
31
日
に
、
敦
賀
・
新
大
阪
間
の
大
ま
か
な
駅
の

位
置
お
よ
び
ル
ー
ト
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。
大
阪
で
も
官
民
一
体
の
協

議
会
に
よ
る
初
の
決
起
大
会
が
開
催
さ
れ
る
な
ど
、
機
運
が
高
ま
って
き

ま
し
た
。
私
た
ち
も
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
市
民
の
皆
様
や
市
当
局

と
一
丸
と
な
って
、
早
期
全
線
開
業
に
向
け
て
強
力
に
運
動
を
展
開
し
、

併
せ
て
２
０
２
３
年
の
敦
賀
開
業
を
見
据
え
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

議長・副議長
議 　 長 今 井　 伸 治
副 議 長 藤 田　 靖 人

議会運営委員会（6人）
　議会運営委員会とは、会期の調整や日程事項な
ど、議会の運営を円滑にすることを目的として、議
会運営の全般について協議、意見調整を図るため
の常設の委員会です。

委 員 長 垣 本 正 直
副 委 員 長 富 永 芳 夫
委 　 員 熊 谷 久 恵

〃 竹 本 雅 之
〃 佐 久 間　　　　 博
〃 小 澤 長 純

議会選出監査委員
池  尾　 正  彦

第18期小浜市議会の組織紹介
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令和元年第2回（5月）臨時会および第3回（6月）定例会において、正副議長をはじめとする議会の組織が決まりました。

常任委員会
　常任委員会とは、地方公共団体の事務全体を適宜
区分けし、区分けした部門ごとの事務に対し、自
主的に調査したり、議会から審査を任された条例
などの議案や請願・陳情などを審査する常設の委
員会です。

特別委員会
　特別委員会とは、議会が特に必要があると認め
た事件を審査するためにその都度設置される委員
会です。

第18期小浜市議会の組織紹介

予算決算常任委員会（17人）
所管事項　各会計の予算・決算に関する事項

委 員 長 藤 田 　 靖 人
副 委 員 長 小 澤 　 長 純
委 員 議 長 を 除 く 15 人

総務民生常任委員会（９人）
所管事項　�総務部・企画部・民生部等の所管に属する

事項

委 員 長 竹 本 　 雅 之
副 委 員 長 下 中 　 雅 之
委 　 員 東 野 　 浩 和

〃 坂 上 　 和 代
〃 藤 田 　 靖 人
〃 小 澤 　 長 純
〃 今 井 　 伸 治
〃 能 登 　 恵 子
〃 富 永 　 芳 夫

産業教育常任委員会（９人）
所管事項　産業部・教育委員会の所管に属する事項

委 員 長 熊 谷 　 久 恵
副 委 員 長 牧 岡 　 輝 雄
委 　 員 杉 本 　 和 範

〃 川 代 　 雅 和
〃 佐久間　　　　 博
〃 垣 本 　 正 直
〃 藤 田 　 善 平
〃 風 呂 　 繁 昭
〃 池 尾 　 正 彦

北陸新幹線早期全線開業特別委員会（９人）
審査内容
　北陸新幹線早期全線開業に向けての取り組みに関
する調査研究を行います。また、北陸新幹線全線開業
に伴うまちづくりに関する調査研究を行います。

委 員 長 下 中 　 雅 之
副 委 員 長 小 澤 　 長 純
委 員 杉 本 　 和 範

〃 東 野 　 浩 和
〃 竹 本 　 雅 之
〃 今 井 　 伸 治
〃 能 登 　 恵 子
〃 風 呂 　 繁 昭
〃 富 永 　 芳 夫

地域防災・原子力安全対策特別委員会（９人）
審査内容
　地震、風水害などの自然災害や原子力災害、自然災
害と原子力災害との複合災害などに対応する地域防
災対策に関する調査研究を行います。また、原子力発
電所の安全対策に関する調査研究を行います。

委 員 長 垣 本 　 正 直
副 委 員 長 佐久間　　　　 博
委 員 川 代 　 雅 和

〃 坂 上 　 和 代
〃 熊 谷 　 久 恵
〃 牧 岡 　 輝 雄
〃 藤 田 　 靖 人
〃 藤 田 　 善 平
〃 池 尾 　 正 彦
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一部事務組合�

公立小浜病院
組合議会議員

（10人）

議 長 小 澤　 長 純
杉 本　 和 範
坂 上　 和 代
藤 田　 靖 人
佐久間　　　　博
能 登　 恵 子
垣 本　 正 直
藤 田　 善 平
風 呂　 繁 昭
池 尾　 正 彦

若狭消防組合議会
議員（7人）

議 長 下 中　 雅 之
東 野　 浩 和
川 代　 雅 和
熊 谷　 久 恵
竹 本　 雅 之
牧 岡　 輝 雄
富 永　 芳 夫

その他委員会・協議会・一部事務組合

総合振興協議会�
小浜市・おおい町総合振興協議会（全議員）

小浜市・若狭町総合振興協議会（全議員）

小浜市・若狭町・高島市総合振興協議会（6人）

会 員 杉 本　 和 範
〃 東 野　 浩 和
〃 坂 上　 和 代
〃 牧 岡　 輝 雄
〃 藤 田　 靖 人
〃 藤 田　 善 平

顧 問 今 井　 伸 治

広報委員会（６人）�
委 員 長 能 登 　 恵 子
副 委 員 長 佐久間　　　　 博
委 員 東 野 　 浩 和

〃 川 代 　 雅 和
〃 坂 上 　 和 代
〃 藤 田 　 善 平

一部事務組合�

嶺南広域行政組合議会議員
（４人）

川 代　 雅 和
熊 谷　 久 恵
下 中　 雅 之
垣 本　 正 直

若狭広域行政事務組合
議会議員（3人）

小 澤　 長 純
能 登　 恵 子
富 永　 芳 夫

福井県後期高齢者医療広域
連合議会議員（１人） 今 井　 伸 治

議会を傍聴しませんか？
住所と氏名を書くだけで傍聴することができ
ます。小浜市役所５階の議会事務局までお越
しください。

ー次回定例会の日程ー
 8 月 28 日（水）　本 会 議
 9 月 10 日（火）　一般質問
 9 月 11 日（水）　一般質問
 9 月 17 日（火）　本 会 議
10 月　4 日（金）　本 会 議

今月の表紙
　田烏海のステージが、5月24日から10日間に
わたって開催されました。
　棚田野外ステージでは、風

ふう

煉
れん

ダンスによる創作
劇『魚

さかな

人
びと

喜
き

譚
たん

』や、鬼
おん

太
で

鼓
こ

座
ざ

の和太鼓ライブなどが
上演されました。また、集落内でもマルシェや様々
なパフォーマンスが繰り広げられ、地元住民や市内
有志メンバー、さらに地元高校生も企画や出演に
加わり、海のステージを多くの人が体感しました。
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閉
会
中
継
続
審
査
を
決
定

　
常
任
委
員
会
に
お
け
る
次
の
所
管
事
務
調
査
事
項
に
つ
い

て
閉
会
中
も
調
査
を
継
続
す
る
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。

総
務
民
生

常
任
委
員
会
公
民
館
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
化
に
つ
い
て

市
立
保
育
園
の
統
廃
合
お
よ
び
民
営
化
に
つ
い
て

産
業
教
育

常
任
委
員
会
担
い
手
・
雇
用
の
創
出
に
向
け
た
産
業
活
性
化
に

つ
い
て

　
令
和
元
年
第
2
回
臨
時
会

が
5
月
21
日
に
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
臨
時
会
で
は
、
ま
ず

議
長
・
副
議
長
選
挙
が
行
わ

れ
、
第
49
代
議
長
に
今
井
伸

治
議
員
、
第
58
代
副
議
長
に

藤
田
靖
人
議
員
が
就
任
し
ま

し
た
。
ま
た
、
第
18
期
議
員

の
所
属
委
員
会
等
が
決
定
さ

れ
た
ほ
か
、
専
決
処
分
に
関

す
る
1
件
の
報
告
を
受
理
、

4
件
の
議
案
の
承
認
を
行
い
、

副
市
長
の
選
任
と
監
査
委
員

の
選
任
を
審
議
し
、
ど
ち
ら

も
原
案
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

●
人
事
案
件

◆
副
市
長
の
選
任
に
つ
い
て

　
猪
嶋
　
宏
記
氏（
四
谷
町
）

賛
成
全
員
で
同
意

◆�

監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　
池
尾
　
正
彦
氏

（
遠
敷
一
丁
目
）

賛
成
全
員
で
同
意

 

　
令
和
元
年
第
3
回
定
例
会

が
6
月
13
日
か
ら
7
月
5
日

ま
で
の
会
期
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
今
定
例
会
で
は
、
各
会
計

の
補
正
予
算
を
は
じ
め
、
条

例
そ
の
他
議
案
が
提
出
さ

れ
、慎
重
に
審
査
し
ま
し
た
。

　

6
月
27
日
の
本
会
議
で
は

選
挙
管
理
委
員
お
よ
び
同
補

充
員
の
選
挙
を
行
い
ま
し
た
。

　
定
例
会
最
終
日
に
は
「
北

陸
新
幹
線
早
期
全
線
開
業
特

別
委
員
会
」「
地
域
防
災
・

原
子
力
安
全
対
策
特
別
委
員

会
」
の
2
つ
の
特
別
委
員
会

が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

●
主
な
条
例

◆ 

消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費

税
の
税
率
引
き
上
げ
に
伴

う
関
係
条
例
の
整
備
に
関

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て

　
賛
成
全
員
で
可
決

◆ 

小
浜
市
介
護
保
険
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

　
賛
成
全
員
で
可
決

◆�

災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

　
賛
成
全
員
で
可
決

◆ 

小
浜
市
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
設
置

お
よ
び
管
理
に
関
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

　
賛
成
多
数
で
可
決

●�

特
別
委
員
会
の

設
置

◆ 

北
陸
新
幹
線
早
期
全
線
開

業
特
別
委
員
会
の
設
置
に

つ
い
て　

賛
成
多
数
で
可
決

◆ 
地
域
防
災
・
原
子
力
安
全

対
策
特
別
委
員
会
の
設
置

に
つ
い
て

　
賛
成
全
員
で
可
決

●
陳
情

◆ 

日
本
政
府
に
「
核
兵
器
禁

止
条
約
」
へ
の
賛
同
と
批

准
を
求
め
る
意
見
書
の
提

出
に
関
す
る
陳
情

賛
成
少
数
で
不
採
択

●
人
事
案
件

◆ 

小
浜
市
選
挙
管
理
委
員
お

よ
び
同
補
充
員
選
挙
結
果

委
員

　
盛
井 

三
紀
子
氏（
太
興
寺
）

　
杉
田 

弥
生
氏（
小
浜
広
峰
）

　
豊
永 

真
誠
氏
（
高
塚
）

　
奥
井 

荘
一
郎
氏（
谷
田
部
）

補
充
員

　
藤
井 

満
孝
氏
（
北
塩
屋
）

　
前
野 

祐
恵
氏
（
加
茂
）

　
野
村 

和
司
氏
（
堅
海
）

　
冨
岡 

妙
子
氏
（
深
谷
）

５
月
臨
時
会

の
概
要

６
月
定
例
会
の
概
要

【可決した令和元年度補正予算】
会計名 既決予算額 6月補正額 合計

一般会計 151億 5,647 万円 2億 9,685 万円 154億 5,332 万円

特別会計 90億 7,634 万円 90億 7,634 万円

企業会計 8億 4,669 万円 8億 4,669 万円

計 250億 7,951 万円 2億 9,685 万円 253億 7,636 万円

※端数処理の関係で合計額が一致しないことがあります
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令和元年第2回（5月）臨時会採決結果

令和元年第3回（6月）定例会採決結果

賛否が分かれた議案等

賛否が分かれた議案等

賛成全員で可決、同意した議案等

賛成全員で可決、同意した議案等

項目 件         名
報告 議会の委任による専決処分の報告について （損害賠償の額を定めることについて）

条例
専決処分につき承認を求めることについて （小浜市市税条例等の一部改正について）
専決処分につき承認を求めることについて （小浜市国民健康保険税条例の一部改正について）
専決処分につき承認を求めることについて （小浜市都市計画税条例の一部改正について）

人事 副市長の選任について

項目 件         名

報告

平成 30 年度小浜市一般会計予算繰越明許費の報告について
平成 30 年度小浜市一般会計予算事故繰越しの報告について
平成 30 年度小浜市水道事業会計予算繰越の報告について
株式会社ケーブルテレビ若狭小浜経営状況の報告について
小浜市総合卸売市場株式会社経営状況の報告について
株式会社まちづくり小浜経営状況の報告について

予算 令和元年度小浜市介護保険事業特別会計補正予算（第 1 号）

条例

消費税および地方消費税の税率引き上げに伴う関係条例の整備に関する条例の制定について
若狭ＣＡＴＶ広域ネットワーク施設の設置および管理に関する条例の一部改正について
小浜市放課後児童健全育成事業の設備および運営に関する基準を定める条例の一部改正について
小浜市介護保険条例の一部改正について
災害弔慰金の支給等に関する条例の一部改正について

その他 地域防災・原子力安全対策特別委員会の設置について

項�

目
件�

名

採�

決�

結�

果

杉
本
　
和
範

東
野
　
浩
和

川
代
　
雅
和

坂
上
　
和
代

熊
谷
　
久
恵

竹
本
　
雅
之

牧
岡
　
輝
雄

藤
田
　
靖
人

佐
久
間
　
博

小
澤
　
長
純

今
井
　
伸
治

能
登
　
恵
子

下
中
　
雅
之

垣
本
　
正
直

藤
田
　
善
平

風
呂
　
繁
昭

富
永
　
芳
夫

池
尾
　
正
彦

賛�

成
反�

対

予算 専決処分につき承認を求めることについて
（平成 30 年度小浜市一般会計補正予算（第 9 号））全 ○ ○ ○ 棄 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 16 0

人事 監査委員の選任について 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 除 16 0

項�

目
件�

名

採�

決�

結�

果

杉
本
　
和
範

東
野
　
浩
和

川
代
　
雅
和

坂
上
　
和
代

熊
谷
　
久
恵

竹
本
　
雅
之

牧
岡
　
輝
雄

藤
田
　
靖
人

佐
久
間
　
博

小
澤
　
長
純

今
井
　
伸
治

能
登
　
恵
子

下
中
　
雅
之

垣
本
　
正
直

藤
田
　
善
平

風
呂
　
繁
昭

富
永
　
芳
夫

池
尾
　
正
彦

賛�

成
反�

対

予算 令和元年度小浜市一般会計補正予算（第 2 号） 多 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 16 1

条例 小浜市インフォメーションセンターの設置および
管理に関する条例の制定について 多 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 16 1

陳情 日本政府に「核兵器禁止条約」への賛同と批准を
求める意見書の提出に関する陳情 否 × × × ○ × × × × × × ○ × × × × × × 2 15

その他 北陸新幹線早期全線開業特別委員会の設置につい
て 多 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 16 1

※ 今井伸治議員は議長のため採決には加わっておりません

※ 今井伸治議員は議長のため採決には加わっておりません

全＝賛成全員（可決・採択）　多＝賛成多数（可決・採択）　否＝賛成少数（否決・不採択）
○＝賛成　×＝反対　欠＝出席せず　除＝除斥（規定により採決に加われない）
棄＝棄権（採決時に退席）

全＝賛成全員（可決・採択）　多＝賛成多数（可決・採択）　否＝賛成少数（否決・不採択）
○＝賛成　×＝反対　欠＝出席せず　除＝除斥（規定により採決に加われない）
棄＝棄権（採決時に退席）
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意
見　

使
用
料
の
改
正
に

あ
た
っ
て
は
、適
正
な
受
益

者
負
担
に
十
分
配
慮
願
い
た

い
。

◆�

議
案
第
45
号
　
災
害
弔

慰
金
の
支
給
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

　
　
法
令
の
一
部
改
正
に
伴

い
保
証
人
は
必
須
で
は
な
く

な
っ
た
が
、条
例
で
保
証
人

を
た
て
る
こ
と
が
で
き
る
と

し
た
こ
と
の
理
由
は
。

答　
保
証
人
が
な
く
て
も
借

り
る
こ
と
が
で
き
、
借
り
や
す

く
し
た
が
、
貸
し
倒
れ
を
防
ぐ

た
め
、
保
証
人
を
立
て
る
場
合

の
利
率
を
無
利
子
と
し
た
。

◆�

陳
情
第
11
号
　
日
本
政

府
に
「
核
兵
器
禁
止
条

約
」
へ
の
賛
同
と
批
准
を

求
め
る
意
見
書
の
提
出
に

関
す
る
陳
情
に
つ
い
て

意
見　

・ 

人
類
と
核
兵
器
は
共
存
で

き
な
い
。

・ 

非
核
三
原
則
の
堅
持
は
重

要
で
あ
る
。

・ 

核
兵
器
保
有
国
が
参
加
し

て
い
な
い
か
ら
実
効
性
の

な
い
条
約
で
あ
る
。

・ 

日
本
を
取
り
巻
く
安
全

◆�

防
災
維
持
管
理
経
費

51
万
円

説
明　

原
子
力
災
害
、
一
般

災
害
等
に
県
よ
り
貸
与
さ
れ

る
ビ
ジ
ネ
ス
ト
ラ
ン
シ
ー

バ
ー
計
21
台
を
活
用
す
る
も

の
。

　
　

有
効
な
配
置
と
活
用

方
法
は
。

答　
災
害
の
規
模
に
よ
り
臨

機
応
変
に
配
置
し
、
県
と
協

議
の
う
え
、有
効
活
用
を
図
っ

て
い
き
た
い
。
ま
た
、
シ
ェ

ル
タ
ー
と
の
連
係
に
つ
い
て

も
活
用
を
検
討
し
て
い
き
た

い
。

◆�

北
陸
新
幹
線
建
設
促
進

事
業

　
4
5
8
万
6
0
0
0
円

　
　

基
礎
調
査
と
資
料
作

成
業
務
の
内
容
は
。

答　
工
業
用
道
路
や
用
水
路

の
構
造
な
ど
施
設
の
調
査
、

御
清
水
や
御
神
木
な
ど
の
地

域
特
有
の
も
の
に
つ
い
て
の

詳
細
な
調
査
等
を
行
い
、
市

が
把
握
し
て
い
る
デ
ー
タ
と

合
わ
せ
て
作
成
し
適
正
な
駅

ル
ー
ト
案
に
つ
い
て
鉄
道
建

設
・
運
輸
施
設
整
備
支
援
機

構
に
対
し
て
市
独
自
の
意
見

を
述
べ
る
資
料
と
し
た
い
。

な
お
、
調
査
に
当
た
っ
て
は
、

市
民
に
ル
ー
ト
に
関
す
る
誤

解
を
与
え
な
い
よ
う
に
注
意

し
、
委
託
契
約
に
つ
い
て
は

部
分
発
注
も
視
野
に
入
れ
て

い
き
た
い
。

◆�

未
婚
の
児
童
扶
養
手
当

臨
時
・
特
別
給
付
金
給

付
事
業

　
63
万
5
0
0
0
円

　
　

対
象
者
の
所
得
制
限

の
有
無
と
そ
の
条
件
は
。

答　
対
象
者
は
2
0
1
9

年
11
月
分
の
児
童
扶
養
手
当

受
給
者
で
あ
る
た
め
、
児
童

扶
養
手
当
に
お
け
る
所
得
制

限
と
同
様
の
制
限
が
あ
り
、

適
用
さ
れ
る
限
度
額
は
税
法

上
の
扶
養
人
数
に
よ
り
変
わ

る
。

◆�

若
狭
お
ば
ま
観
光
協
会

活
動
事
業

　�

7
4
2
万
4
0
0
0
円

（
減
額
）
な
ら
び
に

　�

一
般
社
団
法
人
若
狭
お

ば
ま
観
光
協
会
事
業

　
7
4
2
万
4
0
0
0
円

　
　

今
回
若
狭
お
ば
ま
観

光
協
会
を
一
般
社
団
法
人
化

し
、将
来
的
に
は
お
ば
ま
観

光
局
と
の
統
合
を
促
し
た
い

と
す
る
、そ
の
プ
ロ
セ
ス
は

適
正
か
。

答　
現
時
点
に
お
い
て
統
合

を
進
め
る
の
で
は
な
く
、
ま

ず
は
当
協
会
を
一
般
社
団
法

人
化
さ
せ
、
組
織
の
強
靭
化

を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
将
来

に
お
け
る
統
合
の
効
果
を
高

め
て
い
き
た
い
。

◆
閉
校
4
校
管
理
諸
経
費

　
2
9
1
万
4
0
0
0
円

　
　
今
回
の
樹
木
伐
採
に
か

か
る
補
正
予
算
は
地
区
の
要

望
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る

が
、関
連
し
、今
後
の
閉
校

4
校
の
管
理
方
針
は
。

答　
地
域
に
お
け
る
利
活
用

の
結
論
等
が
出
る
ま
で
の
期

間
は
、
各
要
望
な
ど
に
つ
い

て
、
施
設
等
の
設
置
経
緯
や

今
後
の
必
要
性
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
観
点
か
ら
関
係
各
課
な

ら
び
に
地
域
の
方
々
と
協
議

を
し
つ
つ
、
随
時
対
応
し
て

い
き
た
い
。

予
算
決
算
常
任
委
員
会

（
６
月
補
正
）

◆�

議
案
第
41
号
　
消
費
税

お
よ
び
地
方
消
費
税
の
税

率
引
き
上
げ
に
伴
う
関
係

条
例
の
整
備
に
関
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

　
　
現
在
は
1
0
0
円
単
位

で
あ
る
使
用
料
等
が
10
円
単

位
と
な
る
の
は
。

答　
改
正
の
基
本
方
針
と

し
て
、
現
在
の
使
用
料
等
に

1
0
8
分
の
1
1
0
を
掛
け

て
算
出
し
10
円
未
満
の
端
数

を
切
り
捨
て
と
し
た
。
そ
の

理
由
は
、
1
0
0
円
未
満
を

切
り
捨
て
た
場
合
、
ほ
と
ん

ど
改
正
が
で
き
な
く
な
る
た

め
、
受
益
者
の
適
正
な
負
担

と
い
う
観
点
か
ら
10
円
単
位

に
し
た
。

　
　
平
成
26
年
4
月
に
消
費

税
が
5
％
か
ら
8
％
に
な
っ
た

時
に
使
用
料
等
の
改
正
を
見

送
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、今
回

の
改
正
方
法
が
適
正
か
否
か
。

答　
前
回
分
を
含
め
5
％
分

上
げ
る
こ
と
も
検
討
し
た
が
、

経
費
削
減
等
に
よ
り
支
出
を

抑
制
し
現
行
の
使
用
料
等
で

今
日
ま
で
運
営
し
て
き
た
経

緯
が
あ
る
の
で
、
今
回
の
改
定

分
だ
け
上
げ
る
こ
と
に
し
た
。

総
務
民
生
常
任
委
員
会

保
障
の
環
境
の
中
で
、批

准
し
た
際
、日
本
国
と
し

て
安
全
が
確
保
で
き
る
の

か
。

・
批
准
は
時
期
早
尚
。

◆�

議
案
第
46
号
　
小
浜
市

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
の
設
置
お
よ

び
管
理
に
関
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

説
明　
本
市
の
恵
ま
れ
た
自

然
風
土
と
歴
史
的
、
文
化
的

遺
産
を
広
く
市
内
外
に
発
信

し
、
市
民
と
観
光
客
の
利
便

性
向
上
お
よ
び
観
光
交
流
の

振
興
を
図
り
地
域
の
活
性
化

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
設
置
す
る
も
の
。

　
　
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
テ
ナ
ン

ト
ス
ペ
ー
ス
の
利
活
用
の
想

定
や
利
用
料
金
の
考
え
方

は
。

答　
テ
ナ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス

は
、
事
務
室
と
カ
ウ
ン
タ
ー

合
わ
せ
て
15
㎡
程
度
と
な
っ

て
お
り
、
レ
ン
タ
カ
ー
店
舗

な
ど
の
誘
致
を
想
定
。
利
用

料
金
は
、
1
㎡
に
つ
き
1
ヵ

月
当
た
り
4
，
6
8
0
円
を

上
限
と
し
て
い
る
。

委
員
会
審
査

産
業
教
育
常
任
委
員
会

 

問

 

問

 

問

 

問

 

問

 

問

 

問

 

問

 

問
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氏　名 質　問　項　目 氏　名 質　問　項　目

風呂　繁昭
１．財務書類について
２．�鯖養殖・スマート農業・観光局の現状
と今後

３．新・健康管理センターについて

佐久間　博
１．�小浜線の高速化と観光列車について
２．�地下水の利活用と保全に向けた提言
について

坂上　和代 １．「就学援助制度」を広く利用できるた
めに 下中　雅之

１．�小浜市の目指す観光の取り組みにつ
いて

２．広域斎場について
３．�投票率向上のための取り組みについ
て

小澤　長純 １．介護職員の不足について
２．�企業誘致について 能登　恵子

１．�改正健康増進法（受動喫煙対策法）の
対応

２．�公選法「外部立会人」に対する対応
３．�幼児教育・保育「無償化」で保育状況
の変化

垣本　正直
１．�JR小浜線の高速化と交通アクセスに
ついて

２．�地域防災と河川の整備について
熊谷　久恵

１．�車と歩行者が共存する道路の交通安
全

２．�南川における防災対策について
３．�SDGｓを盛り込んだ第6次総合計画
へ

杉本　和範
１．�まちの駅旭座など小浜駅周辺のこれ
から

２．�公民館のコミュニティセンター化に
ついて

市政を問う !一般質問
令和元年第 3回（6月）小浜市議会定例会

※一般質問の原稿は発言議員が自ら作成しています。

問
　
小
浜
市
の
財
務
書
類

を
見
る
と
、借
り
入
れ
が
多

く
、資
産
が
多
く
、減
価
償

却
が
高
く
て
、大
規
模
施

設
等
の
維
持
管
理
費
が
高

く
な
っ
て
い
る
が
、今
後
の

財
政
運
営
の
生
か
し
方
を

伺
う
。

答　
既
存
の
公
共
施
設
や

イ
ン
フ
ラ
資
産
に
つ
い
て
は
、

広
域
化
、
長
寿
命
化
、
統

廃
合
等
、
財
政
負
担
の
最

小
化
に
努
め
る
。
新
規
の

施
設
は
、
建
設
費
用
、
維

持
管
理
費
用
等
含
め
た

ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
を
算
出
す

る
。
公
共
施
設
の
機
能
の

複
合
化
や
集
約
化
を
検
討

す
る
。

問
　
地
元
漁
業
者
や
関
係

者
の
出
資
を
受
け
、田
烏
水

産
㈱
が
設
立
さ
れ
た
。鯖

養
殖
の
取
り
組
み
は
。

答　
産
・
学
・
官
の
連
携

に
よ
り「
よ
っ
ぱ
ら
い
サ
バ
」

の
ブ
ラ
ン
ド
を
立
ち
上
げ

た
。
民
間
の
創
意
工
夫
に

よ
り
、販
路
確
保
、生
産
コ

ス
ト
の
削
減
に
取
り
組
み
、

「
よ
っ
ぱ
ら
い
サ
バ
」の
Ｐ
Ｒ

活
動
を
進
め
て
い
く
。

問
　
ス
マ
ー
ト
農
業
実
証

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
は
。

答　
国
は
農
業
の
生
産
を

高
め
、ス
マ
ー
ト
農
業
技
術

の
開
発
、普
及
に
全
力
を
挙

げ
る
方
針
。利
用
可
能
な
最

高
レ
ベ
ル
の
技
術
活
用
を
改

良
し
、生
産
か
ら
出
荷
ま
で

一
貫
し
た
体
系
と
し
て
構

築
す
る
。

問
　
観
光
局
設
立
後
、10

年
を
迎
え
る
が
、公
的
資

金
に
頼
ら
な
い
自
主
、自
立

の
民
間
主
導
会
社
へ
の
移

行
の
考
え
は
。

答　
組
織
形
態
の
あ
り
方

に
つ
い
て
も
検
討
の
必
要
性

を
認
識
し
て
お
り
、関
係
者

の
声
を
聞
き
議
論
に
参
画

す
る
。

問
　
新
・
健
康
管
理
セ
ン

タ
ー
の
健
康
づ
く
り
と
介

護
予
防
の
取
り
組
み
は
。

答　
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
ワ

ン
フ
ロ
ア
ー
検
診
、母
子
保

健
と
子
育
て
支
援
を
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
化
し
、高
齢
者
も
楽

し
め
る
集
い
の
場
、フ
ィッ
ト

ネ
ス
施
設
を
設
置
す
る
。

新・健康管理センターフィットネス機能 風呂　繁昭
議員
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問
　
介
護
士
不
足
の
主
な

要
因
は
何
か
。

答　
体
力
的
・
精
神
的
に

負
担
が
大
き
い
こ
と
や
給
与

水
準
が
低
い
こ
と
な
ど
が
上

げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
就
職

活
動
が
売
り
手
市
場
で
あ

り
、
条
件
の
良
い
一
般
企
業

への
就
職
が
増
え
て
い
る
。

問
　
国
の
介
護
職
員
に
対

す
る
処
遇
改
善
策
は
反
映

さ
れ
て
い
る
の
か
。

答　
処
遇
改
善
の
加
算
を

取
得
す
る
介
護
サ
ー
ビ
ス

事
業
所
に
は
、
実
績
報
告

書
に
よ
り
チェッ
ク
を
し
て
い

る
。
今
後
も
実
地
指
導
等

に
よ
り
、
処
遇
改
善
が
図

ら
れ
る
よ
う
働
き
か
け
て
い

く
。

問
　
奨
学
金
等
市
独
自
の

支
援
策
は
。

答　
県
の
奨
学
金
制
度
を

周
知
し
て
い
く
。

問
　
地
元
の
学
生
に
介
護

職
の
魅
力
や
必
要
性
・
重

要
性
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ

と
が
重
要
で
は
な
い
か
。

答　

少
し
で
も
多
く
の
学

生
に
介
護
の
職
場
を
体
験

し
て
も
ら
え
る
よ
う
、学
校・

事
業
所
と
協
働
で
取
り
組

ん
で
い
く
。

問
　
下
加
斗
区
企
業
団
地

整
備
の
現
状
は
。

答　
進
出
を
決
め
た
企
業

の
準
備
や
地
元
の
了
解
が

整
い
次
第
、
用
地
買
収
や

造
成
が
進
ん
で
い
く
も
の
と

考
え
て
い
る
。

問
　
ど
の
よ
う
な
戦
略
を

も
っ
て
企
業
誘
致
に
取
り

組
ん
で
い
る
の
か
。

答　
多
く
の
雇
用
や
設
備

投
資
が
見
込
め
、
地
域
経

済
へ
の
波
及
効
果
が
期
待

で
き
る
企
業
の
誘
致
を
目

標
に
、
製
造
業
を
は
じ
め
、

野
菜
工
場
な
ど
の
先
端
的

農
商
工
連
携
施
設
、
大
型

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
や
シ
ス
テ

ム
開
発
会
社
な
ど
の
情
報

サ
ー
ビ
ス
業
、
高
度
な
工

業
技
術
な
ど
を
研
究
開
発

す
る
試
験
研
究
所
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
、
ソ
フ
ト
産
業
な

ど
も
加
え
る
中
で
、
積
極

的
に
誘
致
活
動
を
行
って
い

く
。

介護職員不足に早急の対応を！

問
　
小
浜
線
の
高
速
化
と
交

通
ア
ク
セ
ス
に
つ
い
て
嶺
南

市
町
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

答　
嶺
南
地
域
の
公
共
交

通
網
の
活
性
化
と
新
幹
線

敦
賀
駅
開
業
と
小
浜
駅
開

業
効
果
を
波
及
さ
せ
る
た

め
に
県
が
中
心
と
な
り
嶺

南
地
域
公
共
交
通
活
性
化

協
議
会
を
設
立
し
「
嶺
南

地
域
公
共
交
通
網
形
成
計

画
」
の
今
年
秋
頃
の
策
定

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

問
　
第
6
次
小
浜
市
総
合

計
画（
令
和
3
年
〜
12
年
）

の
策
定
に
あ
た
り
市
長
の

政
治
姿
勢
を
反
映
し
、ど
の

よ
う
な
計
画
に
し
た
い
と

考
え
て
い
る
か
伺
う
。

答　
第
6
次
小
浜
市
総
合

計
画
は
計
画
期
間
中
に
北

陸
新
幹
線
の
敦
賀
開
業
を

迎
え
、
さ
ら
に
小
浜
開
業

と
い
う
明
る
い
光
に
向
か
っ

て
進
む
大
切
な
期
間
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
今
年
度
策
定

す
る
「
新
ま
ち
づ
く
り
構

想
」
の
方
向
性
を
踏
ま
え
、

住
む
人
も
来
る
人
も
幸
せ

に
な
り
、
夢
の
あ
る
小
浜
の

ま
ち
づ
く
り
と
な
る
よ
う
計

画
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。

問
　
小
浜
市
の
重
要
要
望

に
お
い
て
、
河
川
整
備
に

関
す
る
重
要
性
の
考
え
方

に
つ
い
て
市
長
に
伺
う
。

答　
小
浜
市
に
お
け
る
河

川
の
治
水
対
策
は
、
市
民

の
生
命
や
財
産
を
災
害
か

ら
守
る
た
め
に
取
り
組
む

べ
き
最
重
要
課
題
で
あ
り
、

ま
ち
づ
く
り
の
根
幹
と
認
識

し
て
い
る
。
一
刻
も
早
い
各

河
川
の
治
水
安
全
度
向
上

の
取
り
組
み
と
し
て
、
水
防

拠
点
整
備
を
含
め
た
北
川

の
河
道
掘
削
や
江
古
川
の

輪
中
提
の
早
期
完
成
、
南

川
や
野
木
川
の
未
整
備
区

間
の
河
川
整
備
計
画
の
早

期
策
定
な
ど
を
強
く
望
ん

で
お
り
、
毎
年
重
要
要
望

と
し
て
国
・
県
に
要
望
を
重

ね
て
い
る
。
今
後
も
市
と
し

て
全
力
で
取
り
組
む
こ
と
を

確
約
し
、
関
係
機
関
に
対

し
、
よ
り
一
層
強
く
要
望

し
て
ま
い
り
た
い
。

河川の治水対策は、まちづくりの根幹！

小澤　長純
議員

垣本　正直
議員

一般質問
問
　
小
浜
市
の
「
就
学
援

助
制
度
」
の
内
容
は
。

答　
経
済
的
理
由
に
よ
っ

て
就
学
が
困
難
と
認
め
ら
れ

る
児
童
生
徒
の
保
護
者
等

に
教
育
費
用
の
一
部
を
援

助
す
る
制
度
で
あ
る
。

問
　
認
定
者
の
推
移
は
。

答　
10
年
前
は
1
割
未
満

だ
っ
た
が
近
年
は
1
割
程
度

で
推
移
し
て
い
る
。

問
　
援
助
の
内
容
と
金
額

及
び
国
の
基
準
額
の
変
更

へ
の
対
応
は
。
国
の
基
準

に
あ
る
、
体
育
実
技
用
具

費
、
ク
ラ
ブ
・
部
活
動
費
、

卒
業
ア
ル
バ
ム
代
は
含
ま

れ
て
い
る
か
。

答　
国
が
示
す
援
助
費
の

種
類
ご
と
の
基
準
単
価
と

同
額
を
設
定
し
て
い
る
。年

額
で
、学
用
品
費
が
、小
学

校
は
１
１
，５
２
０
円
、中

学
校
は
２
２
，５
１
０
円
、

通
学
用
品
費
は
、小
中
と

も
に
２
，２
５
０
円
、新
入

学
学
用
品
費
は
、小
学
校

５
０
，６
０
０
円
、
中
学

校
５
７
，４
０
０
円
、修
学

旅
行
費
は
、小
学
校
２
１
，

６
７
０
円
、中
学
校
６
０
，

３
０
０
円
と
なって
い
る
。

国
の
基
準
に
あ
る
種
類
の
全

て
を
内
容
と
し
て
い
る
も
の

で
は
な
い
。

問
　
入
学
準
備
金
の
支
給

時
期
は
。

答　
3
月
に
支
給
。

問
　
申
請
書
類
に
民
生
委

員
の
所
見
欄
が
あ
る
が
、

こ
れ
ゆ
え
に
ハ
ー
ド
ル
が

高
く
て
申
請
を
た
め
ら
う

お
母
さ
ん
が
い
る
。
敦
賀

市
や
福
井
市
に
は
な
い
。

本
市
も
無
し
に
し
て
は
。

答　
保
護
者
や
民
生
委
員

協
議
会
で
も
様
々
な
ご
意
見

が
あ
り
検
討
し
た
い
。

問
　
こ
の
制
度
の
周
知
の

方
法
と
工
夫
は
。
援
助
を

受
け
ら
れ
る
基
準
で
希
望

す
る
全
て
の
人
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
す
る
に
は
。

答　
学
校
を
通
じ
て
保
護

者
に
対
し
て
お
知
ら
せ
し
た

り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報

で
周
知
し
て
き
た
。

就学援助制度を受けやすくし内容充実を 坂上　和代
議員
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問
　
小
浜
市
の
目
指
す
観

光
に
お
い
て
、
近
隣
自
治

体
と
の
取
り
組
み
で
、
周

遊
・
滞
在
を
促
す
二
次
交

通
の
整
備
に
対
す
る
考
え

を
伺
う
。

答　
東
西
に
長
い
嶺
南
エ

リ
ア
に
お
い
て
は
、
交
通
拠

点
か
ら
周
辺
観
光
拠
点
への

周
遊
を
促
す
交
通
手
段
の

サ
ー
ビ
ス
や
、
J
R
小
浜

線
の
利
用
促
進
に
つ
な
が
る

取
り
組
み
に
よ
る
周
遊
促
進

の
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
重
要
で

あ
る
。

問
　
小
浜
市
・
お
お
い
町
・

高
浜
町
で
の
取
り
組
み
と

し
て
、
広
域
斎
場
の
整
備

に
つ
い
て
検
討
が
な
さ
れ
て

い
る
が
、
今
後
の
取
り
組

み
を
伺
う
。

答　
広
域
斎
場
の
整
備
時

期
に
つ
い
て
、
若
狭
広
域
行

政
事
務
組
合
で
は
令
和
6

年
度
中
の
運
用
開
始
を
目

指
す
こ
と
と
し
て
お
り
、
建

設
候
補
地
と
し
て
小
浜
市

問
　
J
R
小
浜
線
の
利
便

性
の
強
化
、
強
靱
化
の
現

状
と
問
題
点
は
。

答　
快
速
列
車
の
運
行
、

豪
雨
時
の
対
策
等
を
検
討

し
て
い
る
。

問
　
高
速
化
に
向
け
た
線

路
改
良
、
停
車
駅
を
問
う
。

答　
急
カ
ー
ブ
の
改
良
や

列
車
の
す
れ
違
い
線
路
の
新

設
に
費
用
が
か
か
る
。

問
　
嶺
南
鉄
道
整
備
促
進

基
金
及
び
県
振
興
基
金
81

億
円
の
活
用
は
。

答　
二
次
交
通
充
実
の
施

策
への
活
用
を
検
討
中
。

問
　
観
光
列
車
導
入
な
ど

の
協
議
会
の
取
組
み
は
。

答　
実
現
に
向
け
、
各
市

町
の
観
光
資
源
の
磨
き
上

げ
が
必
要
。
県
縦
断
観
光

列
車
の
導
入
も
検
討
中
。

問
　
小
浜
線
の
利
用
促
進

を
ど
う
し
て
い
く
の
か
。

答　
観
光
振
興
や
市
民
生

活
の
維
持
・
向
上
に
小
浜

線
は
重
要
で
あ
り
、
利
便

と
お
お
い
町
を
考
え
て
い

る
。
今
後
、
候
補
地
の
選

定
が
大
き
な
課
題
と
な
る

と
思
わ
れ
る
が
、
法
的
条

件
、
地
形
条
件
等
を
踏
ま

え
、
総
合
的
な
観
点
か
ら

選
定
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
そ
の
他
、
炉
数
や
待

合
室
な
ど
の
施
設
規
模
等
、

住
民
に
と
って
利
便
性
が
高

い
施
設
に
す
る
必
要
が
あ

る
。

問
　
期
日
前
投
票
が
増
え

て
き
て
お
り
、
期
日
前
投

票
所
が
混
雑
し
て
い
る
と

聞
い
て
い
る
。
投
票
率
向

上
の
た
め
の
取
り
組
み
と

し
て
、
期
日
前
投
票
所
増

設
に
対
す
る
考
え
を
伺
う
。

答　
現
在
、
本
市
の
期
日

前
投
票
所
は
市
役
所
1
カ

所
で
あ
る
が
、
増
設
す
る

こ
と
に
な
る
と
、
シ
ス
テ
ム

改
修
、
従
事
者
の
増
員
等

が
必
要
と
な
り
、
費
用
面
、

人
的
な
面
に
お
い
て
検
討
す

べ
き
課
題
が
生
じ
て
く
る
。

今
後
、
こ
う
し
た
課
題
を

踏
ま
え
、
期
日
前
投
票
所

の
増
設
に
つ
い
て
検
討
を
進

め
、
市
民
が
投
票
し
や
す

い
環
境
整
備
に
努
め
て
ま
い

り
た
い
。

性
を
向
上
し
て
い
く
と
共

に
、
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
等
の

二
次
交
通
の
充
実
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

問
　
地
下
水
の
利
活
用
と

保
全
に
向
け
た
提
言
は
。

答　
「
天
か
ら
の
恵
み
湧
水

の
ま
ち
お
ば
ま
」の
スロ
ー
ガ

ン
の
も
と
、利
活
用
や
保
全

に
向
け
た
内
容
で
あ
る
。

問
　
名
水
の
保
護
の
提
言

を
受
け
て
の
対
応
は
。

答　
国
や
県
指
定
の
名
水

を
有
す
る
本
市
の
地
下
水

環
境
の
保
全
に
向
け
一
つ
ず

つ
着
実
に
取
り
組
む
。

問
　
水
を
活
し
た
ま
ち
づ

く
り
提
言
へ
の
対
応
は
。

答　
地
下
水
を
観
光
資
源

の
ツ
ー
ル
に
し
た
い
。

問
　
具
体
的
な
提
案
は
。

答　
「
道
の
駅
」
の
一
角
に

水
汲
み
場
を
設
け
観
光
振

興
に
つ
な
げ
た
い
。
ま
た
、

四
谷
公
園
の
自
噴
井
戸
を

活
用
し
て
共
同
水
場
の
整

備
を
検
討
し
た
い
。

問
　
小
浜
市
地
下
水
条
例

制
定
の
考
え
は
。

答　
制
定
を
含
め
市
民
共

有
の
財
産
で
あ
る
地
下
水
の

利
活
用
、
保
全
を
通
し
ま

ち
づ
く
り
に
活
か
す
。

市民にとって利便性の高い環境整備を！

敦賀開業に向けて準備を進めましょう！

下中　雅之
議員

佐久間　博
議員

問
　
小
浜
駅
利
用
者
数
な

ら
び
に
ま
ち
の
駅
旭
座
の

利
用
者
数
の
推
移
と
現
状

に
つ
い
て
伺
う
。

答　
小
浜
駅
利
用
者
数
に

つ
い
て
一
日
平
均
乗
車
人
員

と
し
て
、27
年
度
が
1
，０

０
６
人
、28
年
度
が
９
６
９

人
、29
年
度
が
９
２
１
人
で

あ
る
。ま
ち
の
駅
全
体
の
利

用
者
数
に
つ
い
て
は
、初
年

度
の
平
成
28
年
度
が
約
21

万
人
、29
年
度
が
約
14
万

人
、30
年
度
が
約
15
万
人
で

あ
る
。こ
の
う
ち
旭
座
に
つ

い
て
は
、平
成
28
年
度
が
約

4
万
3
千
人
、29
年
度
が

約
2
万
6
千
人
、30
年
度

が
約
2
万
2
千
人
で
あ
る
。

問
　
ま
ち
の
駅
を
は
じ
め

中
心
市
街
地
活
性
化
の
考

え
を
伺
う
。

答　
ま
ち
の
駅
は
、ま
ち
歩

き
観
光
拠
点
と
し
て
の
位

置
づ
け
の
ほ
か
、3
駅
連
携

に
よ
る
回
遊
性
創
出
の
拠

点
と
し
て
も
重
要
な
役
割

を
果
た
す
施
設
で
あ
る
。地

域
住
民
が
集
い
観
光
客
と

の
交
流
も
期
待
。
小
浜
縦

貫
線
拡
幅
な
ど
、行
政
が
行

う
ハ
ー
ド
整
備
に
一
定
の
目

途
が
立
ち
つ
つ
あ
る
中
、ま

ち
な
か
の
賑
わ
い
に
は
今
後

さ
ら
に
地
域
住
民
の
活
力

が
必
要
と
なって
く
る
。

問
　
公
民
館
が
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
施
設
の
一

部
を
使
っ
て
個
人
や
団
体

が
起
業
や
開
業
す
る
こ
と

が
で
き
る
の
か
伺
う
。

答　
セ
ン
タ
ー
化
の
議
論

の
中
で
、詳
細
に
つ
い
て
は

今
後
検
討
し
て
い
く
こ
と
に

な
る
が
、個
人
や
団
体
が
、

コ
ミ
ュニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
施

設
の
一
部
を
使
って
起
業
や

開
業
す
る
こ
と
は
、地
域
の

課
題
解
決
に
つ
な
が
り
、地

域
の
理
解
が
得
ら
れ
る
も
の

で
あ
れ
ば
可
能
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

まちの駅旭座周辺と地域の未来ビジョン 杉本　和範
議員
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問
　
改
正
健
康
増
進
法（
受

動
喫
煙
対
策
法
）
が
変
わ

り
、
今
年
7
月
1
日
よ

り
学
校
・
病
院
・
行
政
機

関
な
ど
の
敷
地
内
禁
煙
の

ル
ー
ル
に
な
る
こ
と
で
、

市
の
対
応
を
求
め
る
。
3

駅
や
観
光
地
に
お
け
る
対

策
も
進
め
て
ほ
し
い
。

答　
す
で
に
、
病
院
・
学

校
の
敷
地
内
禁
煙
は
実
行

さ
れ
て
い
る
。
市
役
所
庁

舎
地
下
は
廃
止
し
、
裏
口

駐
輪
場
は
改
正
法
に
法
っ
た

対
策
を
し
、
望
ま
な
い
受

動
喫
煙
を
生
じ
さ
せ
な
い
よ

う
、
関
係
各
所
と
検
討
を

進
め
た
い
。

問
　
外
部
立
会
人
を
置
か

ず
、
不
正
が
明
ら
か
に
な
っ

た
今
回
の
知
事
選
。
県
選

管
は
「
原
則
設
置
」
を
施

設
側
に
求
め
た
。
さ
ら
に

若
い
世
代
へ
立
会
人
と
し
て

登
用
す
る
こ
と
も
求
め
る
。

答　
外
部
立
会
人
依
頼
が

無
か
っ
た
こ
と
で
、
今
回
は

設
置
し
な
かっ
た
。
公
正
か

つ
適
正
な
不
在
者
投
票
事

務
の
執
行
に
、
働
き
か
け
て

い
く
。
若
年
層
の
投
票
率

が
低
い
こ
と
か
ら
今
後
検
討

し
て
い
く
。

問
　
幼
児
教
育・保
育
「
無

償
化
」
で
市
の
保
育
状
況

が
ど
の
よ
う
に
変
わ
る
の

か
を
う
か
が
う
。

答　
財
政
面
で
公
立
保
育

園
分
年
間
約
6
，６
０
０

万
円
増
、私
立
で
補
助
約

1
，３
０
０
万
円
、合
計

5
，３
０
０
万
円
の
増
。0

～
2
歳
園
児
の
保
育
受
け

入
れ
に
影
響
あ
り
。認
可

外
保
育
も
無
償
化
対
象
だ

が
、県
と
の
年
1
度
の
指

導
監
督
実
施
に
よ
り
関
与

が
深
ま
る
。公
立
保
育
園

の
統
廃
合
民
営
化
は
、多

様
化
し
た
保
育
ニ
ー
ズ
に

対
応
す
る
た
め
。

市の保育事業をすべて民間へは無責任 能登　恵子
議員

熊谷　久恵
議員

一般質問

南川右岸（R162）洗掘箇所

道の駅若狭おばま喫煙所

問
　
歩
道
の
な
い
歩
行
者
と
車

が
共
存
す
る
道
路
や
住
宅
密
集

地
の
交
通
安
全
対
策
と
は
。

答　
道
路
交
通
法
に
基
づ
く

自
転
車
お
よ
び
歩
行
者
専
用

道
路（
車
両
通
行
禁
止
）、ゾ
ー

ン
30（
30
㎞
／
時
の
速
度
規
制

や
一
方
通
行
な
ど
、区
域
で
速

度
や
抜
け
道
の
抑
制
を
行
う
）、

グ
リ
ー
ン
ベル
ト（
緑
色
に
舗
装

し
た
路
側
帯
で
、運
転
手
に
路

側
帯
を
認
識
さ
せ
歩
行
者
と
の

接
触
事
故
等
を
防
ぐ
目
的
）、

交
差
点
の
安
全
確
認
の
た
め
の

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
、速
度
抑
止
の

た
め
道
路
上
に
凹
凸
を
設
け
る

ハ
ン
プ
や
狭
さ
く
部
の
設
置
等

が
あ
る
。

問
　
市
内
の
事
例
は
。

答　
自
転
車
お
よ
び
歩
行
者

専
用
道
路
は
、松
永
・
国
富
地

区
の
自
転
車
道
路
や
、今
富
・

小
浜
地
区
の
通
学
路
の
一
部
に

規
制
日
時
指
定
す
る
も
の
を
設

置
。ゾ
ー
ン
30
は
、松
永
地
区

と
小
浜
西
組
に
設
置
。グ
リ
ー

ン
ベ
ル
ト
は
、市
内
全
般
の
歩

道
が
な
い
通
学
路
の
一
部
に
設

置
し
て
い
る
。

問
　
運
転
者
・
歩
行
者
双

方
へ
の
広
報
・
周
知
は
。

答　
交
通
安
全
指
導
等
の

機
会
を
活
用
し
、
関
係
機

関
と
連
携
し
て
い
き
た
い
。

意
見　
公
と
し
て
率
先
し
地

域
へ
も
事
例
を
紹
介
し
て
、

安
全
安
心
な
暮
ら
し
の
た
め

の
交
通
安
全
対
策
を
推
奨
し

て
ほ
し
い
。

問
　
南
川
右
岸
側（
国
道

1
6
2
号
）低
水
敷
法
面
の

洗
掘
に
つ
い
て
の
危
険
性
は
。

答　
県
も
現
地
を
確
認
し
て

お
り
、現
時
点
で
堤
防
と
し
て

必
要
な
断
面
に
欠
損
が
生
じ
て

い
な
い
こ
と
か
ら
、経
過
観
察
し

な
が
ら
こ
れ
以
上
洗
掘
が
進
ま

な
い
よ
う
な
対
策
を
検
討
し
た

い
と
聞
い
て
い
る
。

意
見　
住
民
の
暮
ら
し
の
安

全
安
心
の
確
保
を
最
優
先
に

考
え
た
対
策
を
願
う
。

住民の安全安心を一番に考える取り組み

寄
附
行
為
の
禁
止
に
つ
い
て

　
公
職
選
挙
法
に
よ
り
、議
員
は
選
挙
区
内
の
人
や
団
体
に

対
し
て
の
寄
附
行
為
や
金
品
の
授
受
を
す
る
こ
と
が
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

禁
止
さ
れ
て
い
る
例
と
し
て
以
下
の
よ
う
な
も
の
が
あ

り
ま
す
。

○�

町
内
会
・
自
治
会
の
集
会
や
旅
行
な
ど
催
し
物
へ
の
差

し
入
れ

○
お
祭
り
へ
の
寄
附
や
差
し
入
れ

○�

地
域
の
行
事
や
運
動
会
へ
の
差
し
入
れ

○
病
気
見
舞
い

○�

落
成
式
や
開
店
祝
い
の
花
輪
、葬
式

○�

本
人
以
外
が
代
理
で
出
席
す
る
場
合
の
結
婚
祝
い
や
葬

式
の
香
典

○�

出
産
、入
学
、卒
業
、就
職
等
の
祝
い
金
や
祝
い
物

○
お
中
元
や
お
歳
暮

○�

年
賀
状
、暑
中
見
舞
い
等
の
時
候
の
あ
い
さ
つ
状（
答
礼

の
た
め
の
自
筆
を
除
く
）

　

ま
た
、政
治
家
に
寄
附
を
す
る
よ
う
勧
め
る
こ
と
や
、求

め
る
こ
と
も
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、皆
様
の
ご
理
解
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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第
18
期
議
会
議
員
よ
り「
広
報
委
員
会
」の

メ
ン
バ
ー
6
人
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。「
議
会

だ
よ
り
」は
議
会
の
顔
で
あ
り
、よ
り
市
民
の

身
近
に
情
報
を
お
届
け
で
き
る
ツ
ー
ル
で
す
。

読
み
や
す
い
、読
ん
で
い
た
だ
き
や
す
い
紙
面

づ
く
り
に
力
を
合
わ
せ
て
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。ご
意
見
な
ど
い
た
だ
け
る

と
あ
り
が
た
く
思
い
ま
す
。新
メ
ン
バ
ー
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

�

（
広
報
委
員
長
　
能
登
恵
子
）

4 月
日 曜 行事等内容 出席者

3 水
小浜美郷小学校開校式典 全議員
広報委員会 関係議員

8 月 若狭医療福祉専門学校等入学式 議長
9 火 北信越市議会議長会定期総会 正副議長
23 火 広報委員会 関係議員

26 金
若狭マリンピア2019 実行委員会 議長
老人クラブ連合会総会 議長

28 日 OBAMA若狭マラソン大会開会式 全議員

5 月
日 曜 行事等内容 出席者

7 火
新議員説明会 関係議員
第 18期事務連絡会 全議員

10 金 世話人会 関係議員
13 月 世話人会 関係議員
15 水 全員協議会 全議員

16 木
各派代表者会議 関係議員
世話人会 関係議員

21 火

令和元年第 2回（5月）小浜市議
会臨時会 全議員

議会運営委員会 関係議員
全員協議会 全議員

22 水 若狭交通安全協会通常総会 議長
23 木 新議員説明会 関係議員
24 金 若狭地方町村議会議長会総会 議長

25 土

市議会災害対策連絡会議（訓練） 正副議長・関係議員
小浜市防災（水防）訓練 全議員
小浜男女共同参画ネットワーク総会 議長・関係議員
小浜市区長総会 正副議長・関係議員

28 火
広島県三次市議会行政視察受け入れ 関係議員
小浜市総合卸売市場株式会社取締役会・
株主総会 議長

28 火
株式会社まちづくり小浜取締役会・
株主総会 議長
株式会社ケーブルテレビ若狭小浜
株主総会 議長

29 水 若狭消防組合議会　 関係議員

6 月
日 曜 行事等内容 出席者
6 木 議会運営委員会 関係議員
7 金 全員協議会 全議員
9 日 河内川ダム竣工式 全議員
11 火 全国市議会議長会定期総会 議長

13 木

各派代表者会議 関係議員
令和元年第 3回（6月）小浜市議会
定例会 全議員

予算決算常任委員会 全議員
広報委員会 関係議員

14 金 若狭シルバー人材センター通常総会 議長
17 月 総務民生常任委員会、分科会 関係議員
18 火 産業教育常任委員会、分科会 関係議員

19 水
総務民生常任委員会 関係議員
小浜商工会議所議員総会 議長

22 土
北陸新幹線小浜・京都ルート建設
促進同盟会総会 全議員
北陸新幹線小浜・京都ルート早期
実現小浜市民協議会役員会 議長

25 火
小浜市・若狭町・高島市総合振興
協議会正副会長会議 関係議員

鯖街道まちづくり連携協議会総会 議長・関係議員

26 水

令和元年第 3回（6月）小浜市議会
定例会（一般質問） 全議員

議会運営委員会 関係議員
全員協議会 全議員

27 木
令和元年第 3回（6月）小浜市議会
定例会（一般質問） 全議員

広報委員会 関係議員
28 金 若狭鯉川シーサイドパーク浜開き 議長・関係議員

議会活動日誌
（主な活動のみ掲載しています）

●ホームページを
ご覧ください

　採決結果や次回定例会の
日程、本会議の動画配信（本
会議終了後約２週間程度で
視聴できます）などさまざ
まな情報を掲載しています。


